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幕
府
は
一
六
三

0
年
代
ま
で
に
海
外
と
関
係
を
持
つ
港
を
限
定
し
て
、
ヒ
ト

や
モ
ノ
の
動
き
な
ど
を
整
理
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
幕
府
は
長
崎
か
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
提
出
さ
せ
た
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
や
長
崎
に
入
港
し
た
唐
船

に
提
出
さ
せ
た
口
述
書
で
あ
る
所
謂
唐
船
風
説
書
、
漂
流
民
の
口
上
書
な
ど
を

得
て
海
外
の
情
報
を
入
手
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
外
に
も
対
馬
宗
家
や
薩
摩

島
津
家
か
ら
情
報
を
得
た
。
限
ら
れ
た
ル
ー
ト
か
ら
入
る
海
外
情
報
に
様
々
な

バ
イ
ア
ス
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
然
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
海
外
情
報
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
、
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
を
は
じ

め
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
進
展
が
著
し
い
ー
。
し
か
し
、
ロ
ナ
ル
ド
・

ト
ビ
氏
が
情
報
ル
ー
ト
の
相
互
関
係
に
閲
し
て
注
目
す
べ
き
と
提
唱
し
た
も
の

の
2

、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
い
。
仮
に
、
日
本
が
外
の
世
界
と
ど
う
向
き
合
お
う
と
し
て
い
た
の
か
、

そ
の
真
髄
を
理
解
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
れ
ば
、
二
国
間
を
対
象
と
す
る
の
で

は
な
く
包
括
的
に
外
の
世
界
を
捉
え
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
は

ず
で
あ
る
。
確
か
に
情
報
発
信
地
か
ら
着
信
地
の
地
理
的
条
件
、
情
報
の
性
質

が
情
報
ル
ー
ト
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
く
な
い
。
四
つ
の
「
口
」
そ
れ
ぞ
れ
の

置
か
れ
た
環
境
な
ど
は
異
な
る
か
ら
3

、
ケ
ー
ス
に
よ
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
よ

う
。
だ
が
、
事
例
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
み
え
て
く
る
傾
向
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
包
括
的
に
外
の
世
界
を
捉
え
、
各
情
報
ル
ー
ト
に
共
通
す
る
事
象
を
扱

う
こ
と
で
各
ル
ー
ト
の
特
質
も
み
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
4
0

こ
う
し
た
理
解
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
台
湾
で
起
き
た
朱
一
貴
の
乱
に
閲

は
じ
め
に

松
尾

近
世
日
本
に
お
け
る
海
外
情
報
の
入
手
ル
ー
ト
と
質

ー
朱
一
貴
の
乱
（
台
湾
）
情
報
を
事
例
に
1

晋

す
る
情
報
に
注
目
す
る
。
朱
一
貴
の
乱
と

-s
一
七
二
二
）
に
台
湾
で
起
き
た
民
衆
の

し
か
し
、
内
部
分
裂
も
あ
っ
て
閲
浙
総
督
の

た
5
0こ

の
情
報
の
日
本
伝
来
に
関
す
る
研
究

け
る
海
外
情
報
と
琉
球
の
位
置
」
6

、
松
浦
章

伝
聞
」
7

が
あ
り
、
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
が

か
ら
幕
府
へ
伝
わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し

真
栄
平
は
、
本
稿
の
目
的
と
特
に
関
連
す
る
点
と
し

唐
船
か
ら
の
情
報
と
比
較
し
て
琉
球
か
ら
の
情
報
は
、

み
情
報
の
質
が
高
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ

在
中
に
実
際
に
見
聞
き
し
た
事
実
や
、
清
朝
官
辺
筋
か

と
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
松
浦
章
は
、
林
春

し
た
「
華
夷
変
態
」
収
載
の
唐
船
風
説
書
を
分
析
し
た

長
崎
に
入
っ
て
き
た
情
報
に
は
事
実
と
の
相
違
が
若
十

が
、
官
憲
の
調
査
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

ま
れ
て
い
て
極
め
て
質
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
、

実
は
こ
の
両
氏
の
評
価
は
、
日
本
へ
の
伝
来
i

き
出
し
て
い
る
。
情
報
の
質
に
関
す
る
こ
と
だ
1

意
し
な
け
れ
ば
伝
来
ル
ー
ト
ヘ
の
評
価
を
見
祖
プ

て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
日
本
が
朱
一
貴
の
乱
の
情
報
ナ

で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
で
補
い
再
検
-

て
情
報
の
国
内
受
容
と
影
聾
に
つ
い
て
確
認
す
プ

た
情
報
を
他
か
ら
得
た
情
報
と
比
較
検
討
し
て
、

海
外
情
報
の

H
本
伝
来
に
関
す
る
分
析
の
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中
国
に
残
存
し
て
い
る
『
清
史
稿
』
、
『
重
修
台
湾
府
志
』
（
一
七
四
七
年
刊
）
、

『
重
修
台
湾
県
志
』
（
一
七
五
二
年
刊
）
、
『
平
台
紀
略
』
（
一
七
二
三
年
自
序
）

と
い
っ
た
記
録
で
朱
一
貴
の
乱
の
経
過
は
確
認
で
き
る
8

。
し
か
し
同
じ
事
項
で

も
記
録
に
よ
っ
て
日
付
が
ま
ち
ま
ち
で
、
乱
の
は
じ
ま
り
と
終
結
が
特
定
で
き

な
い
。
薙
正
元
年
（
一
七
二
三
）
五
月
五
日
付
自
序
の
『
平
台
紀
略
』
に
よ
る
と
、

四
月
一
九
日
に
朱
一
貴
を
首
領
に
し
て
李
勇
・
呉
外
等
五
二
人
が
盟
約
を
結
び

蜂
起
し
て
、
五
月
一
日
に
は
台
湾
府
城
を
陥
落
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
が
最
初
に
日
本
へ
伝
わ

っ
た
こ
と
を
「
華
夷
変
態
」
収
載
の
唐
船
風
説
書
で
確
認
し
て
い
て
、
亨
保
六

年
(
-
七
ニ
―
)
六
月
二
五
日
長
崎
入
港
の
十
七
番
寧
波
船
の
も
の
で
あ
っ
た
，
゜

そ
こ
に
は
、
「
然
ば
福
建
之
内
台
湾
表
兵
乱
之
消
息
、
先
達
入
津
仕
候
唐
人
共
申

上
と
奉
存
候
付
、
再
説
不
仕
候
、
末
北
京
方
之
下
知
も
到
莱
無
之
由
風
聞
仕
候
、

尤
福
建
之
外
諸
省
之
儀
は
、
何
方
も
寧
謡
之
段
伝
承
申
候
」
と
あ
り
、
こ
の
船

よ
り
前
に
台
湾
で
の
反
乱
に
関
す
る
知
ら
せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

年
の
五
番
か
ら
十
六
番
の
風
説
書
が
収
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
朱
一
貴
の
乱

に
閲
す
る
情
報
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
最
初
の
記
録
と
し
て
用
い
て
き
た
10
。
つ
ま

り
、
反
乱
発
生
か
ら
約
ニ
ヶ
月
が
経
っ
て
長
崎
へ
入
っ
て
き
た
情
報
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
は
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
分
析
を

は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
が
、
「
大
清
康
熙
六
十
年
台
湾
朱
一
貴
乱
覚

書
」
で
あ
る
11

゜
田
中
如
至
父
な
る
人
物
が
去
年
今
年
、
つ
ま
り
享
保
七
年
（
一

七
二
二
）
と
六
年
（
一
七
ニ
―
)
に
長
崎
表
で
の
風
聞
を
も
と
に
書
き
置
い
て

そ
れ
を
有
沢
武
貞
が
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
な
か
に
享
保
六
年
の
六
番
夏
門
船

第
一
章

朱
一
貴
の
乱
発
生
と
日
本
へ
の
情
報
伝
来

と
享
保
七
年
の
拾
番
台
湾
船
の
風
説
書
の

が
収
載
さ
れ
て
い
る
12
。
後
者
は
「
華
夷
変
態
」

も
基
本
違
わ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
前
者
も
止
―

能
性
は
高
く
、
史
料
的
価
値
は
高
い
と
言
え
よ
}
{

こ
の
史
料
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
尺

態
」
に
末
収
載
で
あ
る
か
ら
、
全
文
紹
介
し
て
お

写
し
た
時
期
と
、
こ
こ
で
は
理
解
し
て
い
。

【
史
料
一
】

日
本
享
保
六
辛
丑
年

丑
六
月
三
日
南
京
船
出
船
六
番
夏
門
船

説
之
写

一
大
明
太
祖
洪
武
帝
嫡
孫
朱
一
貴
年
廿

忍
居
当
四
月
廿
一
日
三
千
人
之
兵
民

廿
七
日
迄
昼
夜
相
戦
由
、
加
勢
集
り

明
二
人
之
内
壱
人
生
捕
、
壱
人
討
死
、

則
廿
七
日
落
城
、
右
之
趣
逸
候
官
人

夫
よ
り
泉
州
城
主
江
注
進
ス
、
此
泉

京
康
熙
皇
帝
方
被
付
置
候
、
覚
羅
万

艘
兵
船
仕
立
、
台
湾
近
所
江
出
張
を

北
京
康
熙
皇
帝
江
被
注
進
、
討
取
之

京
迄
往
来
六
十
日
も
懸
り
申
候
、

押
懸
申
趣
之
由
風
説
二
御
座
候
、

七
月

さ
て
こ
れ
を
一
読
す
る
と
、
朱
一
貴
の

0) 

と

月」

可
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い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
履
門
船
は
六
月
三
日
に
南
京
を
で
て
、
履
門
に
立

ち
寄
っ
て
同
月
一
三
日
に
長
崎
へ
来
た
。
残
念
な
こ
と
に
慶
門
を
出
た
日
付
は

わ
か
ら
な
い
が
、
六
月
上
旬
に
大
陸
で
知
ら
れ
て
い
た
台
湾
情
報
が
こ
の
時
長

崎
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
状
況
を
確
認
す
る
と
、
朱
一
貴
が
同
年
四
月
ニ
―
日
か
ら

――
1
0
0
0
人
の
兵
を
集
め
て
二
七
日
ま
で
昼
夜
戦
い
、
そ
の
勢
力
は
六
万
人
に

も
膨
れ
上
が
っ
た
。
そ
し
て
台
湾
城
主
二
人
の
う
ち
一
人
を
討
取
り
一
人
を
生

け
捕
っ
た
。
残
っ
た
兵
は
酎
死
、
手
負
い
と
な
っ
た
も
の
が
数
万
人
に
及
び
落

城
し
た
と
あ
る
。

こ
う
し
た
情
報
は
後
に
長
崎
へ
来
た
十
九
番
南
京
船
（
七
月
一
日
長
崎
入
港
）

も
伝
え
て
い
て
、
「
此
等
え
趣
、
先
達
入
津
仕
候
唐
人
共
委
細
可
申
上
と
存
候
」

と
あ
る
か
ら
15

、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
六
番
屡
門
船
の
情
報
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
【
史
料
一
】
に
同
文
が
な
い
の
で
、
こ
の
六
番
夏
門
船
こ
そ
が
朱
一
貴
の

乱
の
第
一
報
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
松
浦
章
は
十
九
番
南
京
船
の
風
説
書
で
、

日
本
は
首
謀
者
が
朱
一
貴
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

点
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
【
史
料
一
】
の
内
容
に
戻
る
が
、
十
九
番
南
京
船
で
は
二
千
余
騎
、
そ

し
て
台
湾
の
惣
兵
・
欧
氏
、
安
平
鎮
の
副
将
・
許
氏
を
討
ち
取
っ
た
と
具
体
的

名
前
が
記
さ
れ
て
い
て
違
い
が
見
ら
れ
る
。
松
浦
章
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に

よ
る
と
、
後
者
の
件
は
欧
陽
凱
と
許
雲
の
こ
と
で
、
両
者
と
も
に
五
月
朔
日
に

死
去
し
て
い
た
の
で
あ
る
16
。
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
る
と
六
番
履
門
船
の
情
報
は

誤
り
と
な
る
が
、
台
湾
で
反
乱
が
起
き
て
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
あ
り
情
報
が
錯
綜

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

続
く
内
容
で
、
台
湾
で
の
反
乱
で
逃
げ
た
官
人
に
よ
り
五
月
二
日
に
対
岸
の

腹
門
城
へ
伝
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
か
ら
康
熙
帝
が
派
遣
し
て
い
た
覚

羅
満
保
が
い
る
泉
州
城
に
伝
わ
り
、
彼
は
状
況
に
驚
い
て
北
京
の
康
煕
帝
に
知

ら
せ
、
数
万
を
台
湾
近
所
ま
で
派
兵
し
て

う
。
た
だ
、
夏
門
か
ら
北
京
迄
の
往
復
は

が
長
崎
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

覚
羅
満
保
は
、
康
熙
五
五
年
(
-
七
一
七
）

修
台
湾
県
志
』
に
よ
る
と
幅
州
よ
り
屡
門
〈

を
飛
ば
し
た
よ
う
で
あ
る
げ
。
屡
門
か
ら
北
一

ら
、
お
そ
ら
く
覚
羅
満
保
が
履
門
に
い
る
と
の

た
情
報
に
松
浦
章
は
、
事
実
と
の
相
違
が
店
干

し
て
は
高
い
と
の
評
価
を
与
え
て
い
て
、
今
同

も
同
様
の
評
価
に
値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

唐
船
風
説
書
は
、
一
＿
一
通
作
成
さ
れ
、
一
通
は

崎
奉
行
へ
遣
わ
し
、
残
る
一
通
は
長
崎
奉
行
所

大
岡
清
相
の
『
崎
陽
群
談
』
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
180

書
が
多
数
採
録
さ
れ
、
そ
の
数
か
ら
風
説
書
の
作
成

老
中
へ
の
通
達
、
つ
い
で
林
家
、
さ
ら
に
松
平
氏
へ
の
い

れ
る
ル
ー
ト
が
確
立
し
て
い
た
と
の
評
価
が
あ
る
1

9

0

J

し

の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
六
月
八

H
付
の
序
文

が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
20
、
こ
う
し

然
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
別
稿
で
明
ら
か
し

に
伝
え
ら
れ
た
情
報
の
す
べ
て
が
林
家
へ
伝

今
回
紹
介
し
た
享
保
六
年
(
-
七
ニ
―
)
の

ふ
ま
え
る
と
、
唐
船
風
説
書
の
す
べ
て
が

い
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

把
握
す
る
立
場
に
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら

こ っ
て
いし

ヽ
と
し
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第
二
章

一
島
津
家
と
宗
家
の
情
報
収
集

朱
一
貴
の
乱
制
圧
の
た
め
に
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
へ
派
兵
し
た
情
報
は
、
七

月
一
八
日
長
崎
人
港
の
十
八
番
寧
波
船
で
伝
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
清
軍
が
形
勢

逆
転
し
た
情
報
が
七
月
二
四

H
長
崎
入
港
の
二
十
三
番
台
湾
船
で
伝
わ
り
、
朱

一
貴
等
が
日
本
の
暦
で
七
月
一
六
日
に
捕
縛
さ
れ
た
こ
と
が
、
八
月
二
七
日
に

入
港
し
た
二
十
六
番
台
湾
船
で
伝
わ
る
。
そ
し
て
台
湾
へ
派
遣
さ
れ
た
兵
が
九

月
に
福
建
・
浙
江
へ
帰
還
し
た
も
の
の
、
覚
羅
萬
保
は
屡
門
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
二
十
九
番
広
南
船
（
一
―
一
月
―
二

H
入
港
）
で
、
覚
羅
萬
保
が
福
州

へ
帰
還
し
た
こ
と
が
翌
年
の
八
番
夏
門
船
（
五
月
二
八
日
長
崎
入
港
）
で
そ
れ

ぞ
れ
伝
わ
っ
た
。
朱
一
貴
な
ど
の
処
罰
は
康
熙
六
一
年
(
-
七
二
二
）
二
月
に

北
京
で
行
わ
れ
、
こ
の
こ
と
を
も
同
年
の
一

0
番
台
湾
船
（
六
月
九
日
長
崎
入

港
）
で
伝
わ
っ
た
。

情
報
の
発
信
地
か
ら
着
信
地
に
伝
わ
る
時
間
は
事
象
で
異
な
る
が
、
乱
に
関

す
る
情
報
が
絶
え
ず
長
崎
へ
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
以
上
の
よ
う
に
確
認
で
き

る
。
で
は
こ
う
し
た
情
報
が
他
の
ル
ー
ト
か
ら
入
手
で
き
て
い
た
の
か
、
こ
の

点
を
真
栄
平
房
昭
の
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
検
証
し
て
い
き
た
い
。（

享
保
6
年
）

真
栄
平
は
尾
張
藩
士
天
野
信
景
の
『
塩
尻
七
十
五
』
に
「
去
々
年
明
帝
の

裔
朱
一
貴
兵
を
挙
て
、
し
ば
し
ば
騒
が
し
か
り
し
さ
ま
を
害
に
筆
し
て
、
南
京

よ
り
琉
球
に
送
る
。
中
山
王
、
是
を
薩
州
侯
に
参
ら
せ
し
を
、
頓
て
関
東
に
献

上
あ
り
し
と
か
や
。
京
人
、
其
書
に
よ
り
且
街
談
を
加
へ
て
五
巻
と
し
、
今
年

癸
卯
夏
印
行
せ
り
。
『
台
湾
軍
談
』
と
題
す
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
に
朱

一
貴
の
乱
の
情
報
が
伝
わ
っ
た
の
と
同
じ
こ
ろ
南
京
ー
琉
球
ー
廂
摩
ー
江
戸
の

ル
ー
ト
か
ら
も
情
報
が
伝
わ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

確
か
に
島
津
家
か
ら
幕
府
へ
書
籍
が
献
上
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、

朱
一
貴
の
乱
の
制
圧
情
報
と
国
内
へ
の
広
ま
り

古
田

M
ネ

J

で
手
に
入
れ
た
『
靖
台
実
録
』
で
あ
ろ
う
。

に
献
上
さ
れ
た
の
は
、
享
保
七
年
（
一
七
一

る
23
゜
亨
保
七
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
安

石
書
簡
に
『
靖
台
実
録
』
の
こ
と
が
書
か
ぃ

て
島
津
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
テ

箱
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
24
。
と

料
の
存
在
が
確
認
で
き
れ
ば
別
だ
が
、
長
崎
と
[

伝
わ
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ァ

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
島
津
家
が
こ
れ
を
芦

一
貴
謀
反
、
去
年
迄
為
相
治
由
申
候
、
就
夫
段

故」
25

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

せ
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
‘
叫

い
て
事
実
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
っ
た
状
況
〗

理
解
し
て
い
て
、
そ
の
た
た
め
に
『
靖
台
実
録
』

る。
対
馬
宗
家
文
書
の
「
唐
兵
乱
風
説
公
儀
江
被

蕪
御
案
内
被
仰
上
候
控
」
26

に
、
つ
ぎ
の

線
は
筆
者
に
よ
る
）
。

【
史
料
―
-
】

享
保
六
年
辛
丑
年
十
二
月
四
日

①
嘗
春
以
来
南
京
之
内
豪
湾
嶋
兵
乱
有
之
段
長
崎
筋
よ
り
相
聞
‘
、
LL
戸
表
二

而
茂
専
風
聞
有
之
候
付
、
②
其
旨
御
国
汀
山

江
被
仰
付
置
候
、
頃
日
聞
合
候
趣
御
囚
よ

認
、
今
日
御
用
番
井
上
河
内
守
様
へ
平

衛
を
差
上
之
候
虜
、
御
退
出
不
被
遊
山
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様
申
入
、
尤
右
風
説
之
義
朝
鮮
筋
二
聞
候
も
大
様
之
義
二
而
御
座
候
ゆ
へ
、

申
上
候
段
も
如
何
奉
存
候
得
共
承
候
義
二
候
得
ハ
差
担
候
義
も
難
仕
申
上

候
、
御
営
地
二
も
風
聞
有
之
節
よ
り
朝
鮮
二
も
申
遣
承
候
由
候
得
共
、
南

京
筋
之
義
御
座
候
ゆ
へ
遅
く
相
知
候
与
奉
存
候
、
何
分
二
も
宜
被
仰
上
被

下
候
様
二
申
置
罷
帰
ル
、
御
紙
左
記
之
、

先
頃
唐
兵
乱
之
風
説
有
之
段
粗
承
候
付
、
朝
鮮
江
差
置
候
家
来
共
江

申
付
為
承
候
慮
、
常
六
月
朝
鮮
よ
り
北
京
江
差
越
候
使
者
帰
国
之
節

相
聞
江
候
者
、
南
京
朱
氏
之
人
兵
罵
を
集
、
吉
寧
湾
嶋
と
申
所
を
攻
取
、

勢
イ
甚
強
御
座
候
付
、
北
京
方
討
越
有
之
由
風
説
仕
候
与
申
越
候
、

虚
実
之
義
難
計
候
得
共
、
承
候
趣
申
上
候
、
以
上
、

十

二

月

宗

附

馬

守

右
料
紙
奉
書
半
切
上
包
紙
美
濃
、

傍
線
①
か
ら
、
江
戸
で
は
享
保
六
年
（
一
七
ニ
―
)
の
春
以
降
台
湾
で
の
朱
一

貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
が
長
崎
か
ら
伝
わ
り
、
噂
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
長
崎
か
ら
の
情
報
で
あ
っ
て
、
琉
球
か
ら
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

傍
線
②
か
ら
は
、
今
回
の
件
、
宗
家
に
は
北
京
ー
朝
鮮
の
ル
ー
ト
か
ら
情
報

は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
江
戸
か
ら
国
元
へ
知
ら
せ
館
守
を
通
じ
て
朝

鮮
へ
間
い
合
わ
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
長
崎
に
入
っ

た
情
報
が
江
戸
へ
伝
わ
り
、
そ
れ
が
宗
家
に
よ
っ
て
江
戸
か
ら
対
馬
へ
、
そ
し

て
朝
鮮
に
伝
わ
る
と
い
っ
た
情
報
の
流
れ
で
あ
っ
た
が
こ
れ
で
確
認
で
き
る
。

島
津
家
が
琉
球
を
介
し
て
『
靖
台
実
録
』
を
入
手
し
た
の
も
、
朝
鮮
か
ら
情
報

が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
宗
家
と
同
様
の
状
況
、
す
な
わ
ち
中
国
大
陸
や
台
湾
か
ら

琉
球
、
そ
し
て
島
津
家
と
い
っ
た
ル
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達
が
、
こ
の
段
階
ま

で
に
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る

享
保
六
年
（
一
七
ニ
―
)
の
記
録
が
島
津
家
の
史
料
に
な
い
の
も
、
こ
の
理
由

ニ
情
報
収
集
地
と
し
て
の
長
崎

長
崎
に
伝
わ
っ
た
情
報
が
、
幕
府
に
伝
え

の
乱
に
関
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
こ
と

や
宗
家
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
た
通
り
で
あ

先
に
用
い
た
「
大
消
康
煕
六
十
年
台
湾
朱

が
長
崎
表
で
の
風
聞
を
も
と
に
書
き
置
い
た
も
の

た
風
説
暑
が
機
密
事
項
と
し
て
厳
重
に
管
哩
さ
れ
て
し

を
証
明
し
て
い
る
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。
享
保
八
年
(
-
七
―
―
―
―

俗
台
湾
軍
談
』
は
、
島
津
家
が
琉
球
か
ら
取
り
寄
せ
叶

実
録
』
を
粉
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
者
は
、

兵
衛
兼
勝
。
島
津
家
が
幕
府
へ
献
上
し
た
も
の
と
は

録
』
を
手
に
入
れ
た
可
能
性
が
な
く
も
な
い
が
、
先

野
信
屎
の
『
塩
尻
』
に
記
さ
れ
て
い
た
「
京
人
」
と

て
「
街
談
を
加
え
て
五
巻
と
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

実
録
』
を
補
い
『
通
俗
台
湾
軍
談
』
は
ま
と
め
ら
ゎ

後
に
大
田
南
畝
は
『
半
日
閑
話
』
の
な
か
で
、
「
＝

取
合
セ
テ
青
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。
再
按
靖
台
尖
5

風
説
を
加
ヘ
テ
書
シ
物
也
。
結
語
ハ
全
用
靖
台
実
鐸

て
い
る
27
。
天
野
が
用
い
た
「
街
談
」
は
、
大
田
の

「
―
ニ
ノ
人
ノ
風
説
」
と
な
る
が
、
長
崎
で

で
あ
ろ
う
。
書
陣
の
情
報
入
手
先
と
し
て
の

方
法
な
ど
不
明
な
点
も
多
い
。
こ
の
点

る
と
考
え
て
い
る
。

だ
と
頷
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し

し
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第
三
章

以
上
、
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
の
国
内
に
お
け
る
拡
散
と
伝
来
に
関
し

て
み
て
き
た
が
、
本
章
で
は
各
口
か
ら
入
る
情
報
の
質
に
注
目
す
る
。
こ
の
点
、

長
崎
、
島
津
家
に
つ
い
て
は
こ
こ
ま
で
に
も
関
連
す
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
、

北
京
ー
朝
鮮
ー
対
馬
ル
ー
ト
を
み
て
い
く
310

当
時
の
藩
主
は
宗
義
誠
で
、
亨
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
義
方
の
跡
を
継
い

だ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
宗
家
が
江
戸
で
得
た
朱
一
貴
の
乱
の
情
報
を
国
元
へ
知

ら
せ
、
館
守
を
通
じ
て
朝
鮮
へ
問
い
合
わ
せ
よ
と
命
じ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た

海
外
情
報
入
手
ル
ー
ト
の
特
質

さ
て
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
朱
一
貴
の
乱
に
閉
す
る
情
報
が
長
崎
か
ら
江
戸

へ
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
が
大
名
家
レ
ベ
ル
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
『
靖
台
実
録
』
を
書
陣
も
手
に
入
れ
、
長
崎

で
唐
人
か
ら
得
た
情
報
や
唐
船
風
説
壽
で
こ
れ
を
補
い
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ

た
『
台
湾
軍
談
』
の
刊
行
で
、
朱
一
貴
の
乱
を
日
本
の
社
会
に
広
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
中
村
質
は
海
外
情
報
に
つ
い
て
、
幕
府
が
こ
れ
を
機
密
と
し
て
独
占

し
た
と
は
認
め
が
た
い
と
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
状
況
か
ら
も
、

こ
の
指
摘
が
的
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
28
。
ま
た
、
書
蝉
に
情
報

が
渡
る
こ
と
で
、
幅
広
い
層
と
広
域
に
海
外
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
29

。
そ
し
て
先
に
大
田
南
畝
の
『
半

H
閑
話
』
を
紹
介

し
た
が
、
神
沢
杜
口
の
随
筆
で
第
一
巻
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
序
が
あ

り
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
成
立
と
さ
れ
る
『
翁
草
』
に
「
朱
一
貴
の
乱
及

び
清
朝
」
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
「
委
し
く
は
台
湾
軍
記
に
録
し
た

れ
ど
も
」
と
あ
る
300

「
台
湾
軍
記
」
は
「
台
湾
軍
談
」
の
こ
と
と
だ
と
推
測
す

る
が
、
後
世
に
も
読
み
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

が
、
こ
れ
は
「
役
」
へ
の
意
識
か
ら
で
あ

つ
ぎ
の
も
の
は
、
徳
川
家
宣
の
代
に
宗

（
一
七

0
九
）
の
代
秤
わ
り
誓
詞
で
あ
る
翌

【史料――-】
起
請
文
前
書

一
御
代
替
付
弥
珍
重
公
儀
大
切
可
奉
存
候
事
、

一
忠
勤
之
志
肝
要
奉
存
、
自
然
邪
儀
於
被
申
掛
者
、

類
縁
者
知
音
之
好
早
速
可
申
上
候
事
、

一
日
本
朝
鮮
通
用
之
儀
、
心
之
及
候
程
入
念
御
為

密
之
儀
被
仰
出
候
共
一
切
他
言
仕
間
鋪
候
事

一
朝
鮮
通
用
書
翰
之
儀
入
念
私
無
之
様
二
可
仕
候

存
替
申
間
鋪
候
事
、

一
異
国
江
御
制
禁
之
武
具
朝
鮮
国
江
不
相
渡
候
様

右
條
々
雖
為
一
事
於
致
違
犯
者

（
神
文
略
）

宝
永
六
己
丑
年
四
月
十
六
日

（
政
直
）

土
屋
相
模
守
殿

（
長
重
）

小
笠
原
佐
渡
守
殿

（
喬
知
）

秋
元
但
馬
守
殿

（
正
永
）

本
多
伯
者
守
殿

（
忠
増
）

大
久
保
加
賀
守
殿

（
正
苓
）

井
上
河
内
守
殿

日
朝
関
係
で
努
め
る
役
は
、
将
軍
代
替
わ

て
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

し
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と
つ
に
、
海
外
情
報
の
幕
府
へ
の
伝
達
が
あ
っ
た
。

倭
館
に
派
遣
さ
れ
る
館
守
は
、
「
館
守
条
書
」
に
よ
っ
て
職
務
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
に
虚
実
に
拘
わ
ら
ず
朝
鮮
国
及
び
北
京
筋
の
風
説
を
報
告
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
⑬
。
こ
う
し
た
こ
と
を
忠
実
に
守
る
宗
家
の
動
き
が
み
ら
れ
た
例
と
し

て
、
三
藩
の
乱
の
時
が
あ
る
34
゜
三
藩
の
乱
は
、
康
煕
一
―
一
年
(
-
六
七
―
―
-
）
に

雲
南
の
呉
一
二
桂
、
広
東
の
尚
之
信
、
福
建
の
歌
精
忠
が
起
こ
し
た
反
乱
だ
が
、

宗
家
は
幕
府
か
ら
こ
の
件
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
「
対
馬
守

不
存
と
被
申
越
難
成
事
二
候
」
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
意
識

は
強
く
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
七
月
二
八
日
に
館
守
高
勢
八
右
衛
門
へ
「
実

否
と
も
二
朝
鮮
表
之
沙
汰
不
承
候
而
不
罷
成
役
目
二
御
座
候
故
、
被
相
尋
候
通

被
申
聞
候
ハ
ヽ
、
軽
成
共
重
成
と
も
可
申
入
候
条
、
其
意
趣
書
付
御
越
し
可
被

成
候
、
罷
成
儀
二
候
ハ
ヽ
貴
様
迄
之
書
付
請
取
被
差
越
候
得
ハ
御
手
前
之
御
念

二
茂
罷
成
儀
二
候
、
此
段
為
御
心
得
申
入
候
」
と
国
元
へ
送
り
、
い
か
な
る
情

報
を
も
朝
鮮
に
い
る
館
守
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
350

さ
て
、
前
章
で
紹
介
し
た
【
史
料
二
】
は
、
宗
家
が
朝
鮮
に
間
い
合
わ
せ
た

内
容
を
老
中
井
上
正
客
へ
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
宗
家
が
入
手
し
た
情
報
は
、

享
保
六
年
（
一
七
ニ
―
)
六
月
に
朝
鮮
か
ら
北
京
へ
派
遣
さ
れ
た
使
節
か
ら
得
ら

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
南
京
の
朱
氏
が
兵
馬
を
集
め
て
台
湾
を

攻
め
取
り
、
そ
の
勢
い
が
強
い
の
で
北
京
か
ら
討
ち
取
り
に
行
く
と
い
う
風
聞

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

た
だ
、
虚
実
の
判
断
が
付
か
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
宗
家
は
長
崎
か
ら
の

情
報
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
内
容
と
異
な
る
こ
と
を
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

将
軍
代
替
わ
り
誓
詞
に
あ
る
よ
う
に
朝
鮮
か
ら
伝
わ
っ
た
情
報
に
手
を
加
え
る

こ
と
な
く
幕
府
へ
報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。
情
報
の
質
は
別
と
し
て
、
宗
家
が

幕
府
に
忠
実
な
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

話
を
戻
す
と
、
「
分
類
紀
事
大
綱
二
十
五
」
に
は
同
年
一

0
月
九
日
付
で
祖

【
史
料
四
】

わ
れ
わ
れ
は
本
年
数
か
月
間
、
台
湾
島
が
＇

れ
ど
も
、
そ
の
あ
と
で
鎮
圧
さ
れ
て
し
つ

と
ケ
ウ
ミ
イ
の
漢
人
の
支
援
を
受
け
た

だ
ひ
と
り
の
も
の
を
除
い
て
役
人
た

殺
し
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
こ
れ
と
は
確
か
に

拘
わ
ら
ず
、
叛
乱
を
間
違
い
な
く
か

こ
う
い
っ
た
噂
は
申
す
ま
で
も
な
く

反
目
を
背
景
と
す
る
も
の
で
す
し
、

ヨ
ー
ロ

知
事
が
館
守
へ
伝
え
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
360

節
は
謝
恩
使
で
、
「
南
京
之
朱
氏
之
人
、
大
明
之
マ

内
二
斬
入
、
台
湾
島
と
申
所
を
斬
取
、
賊
盗
段
ん

付
、
北
京
討
伐
有
之
筈
二
候
故
、
定
而
相
滅
可
中

氏
と
は
朱
一
貴
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
明
の
皇
帝
の

め
て
南
京
に
斬
り
入
っ
て
台
湾
を
斬
り
取
っ
て
、

勢
い
が
甚
だ
強
い
、
と
い
っ
た
偽
り
が
伝
わ
っ
て

報
が
台
湾
か
ら
夏
門
、
福
州
、
そ
し
て
そ
こ
が

い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
朝
鮮
か
ら
の
使
節
に

た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
当
時
の
北
京
の
社
会
で
は
、
ど
う
だ
っ

京
に
お
け
る
朱
一
貴
の
乱
の
情
報
の
影
轡
が

ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
簡
一
七
ニ
一
年
、
牝

は
誇
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
当
然
あ
ろ
う
が
、

て
い
る
。
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て
う
と
ま
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
流
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
し
ば
ら
く
し
て
皇
帝
の
新
た
に
派
遣
さ
れ
た
軍
隊
が
首
府
に

入
り
、
山
中
に
脱
出
し
た
首
領
は
べ
つ
と
し
て
叛
徒
の
一
部
を
殺
し
、
残

党
は
四
散
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
時
、
ひ
と
び
と
は
歓

喜
し
ま
し
た
。

最
初
の
一
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
乱
の
終
結
後
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
ま
ず

確
認
で
き
る
。
そ
し
て
台
湾
が
清
朝
に
よ
る
支
配
の
手
か
ら
離
れ
、
こ
の
知
ら

せ
が
届
い
た
時
の
北
京
で
は
理
由
な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
人
に
よ
る
も
の
だ
と
決
め

つ
け
る
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
皇
帝
へ
は
正
確
な
情
報
が
伝
わ

っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が
漏
れ
聞
こ
え
て
こ
な
い
状
況
が
あ
っ
た
と

推
測
で
き
る
。
康
熙
帝
の
派
兵
命
令
が
功
を
奏
し
て
台
湾
を
再
び
取
り
戻
し
た

際
に
北
京
の
人
々
の
歓
喜
に
包
ま
れ
た
様
子
は
、
そ
れ
だ
け
北
京
の
人
々
に
と

っ
て
台
湾
の
問
題
が
心
配
事
だ
っ
た
こ
と
の
証
と
言
え
よ
う
。

北
京
で
起
き
た
こ
と
で
も
な
く
台
湾
か
ら
距
離
も
あ
り
、
そ
の
他
の
レ
ベ
ル

の
情
報
も
北
京
ま
で
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
清
に

と
っ
て
は
情
報
の
管
理
が
徹
底
で
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

時
間
が
経
っ
て
も
朝
鮮
は
、
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け

で
も
な
か
っ
た
。
宗
家
の
記
録
に
あ
る
翌
七
年
の
「
―
―
一
月
四
日
之
来
状
」
に
は
、

（
思
力
）

「
唐
兵
乱
之
義
承
合
候
処
、
先
達
而
朱
乙
貴
と
申
人
、
台
湾
方
恩
明
・
慶
門
之

内
責
入
、
南
京
之
諸
郡
を
侵
掠
い
た
し
候
処
、
北
京
大
兵
を
以
征
伐
有
之
、
朱

乙
貴
敗
走
二
及
、
間
も
な
く
致
降
参
候
由
」
と
あ
る
390

朱
一
貴
な
ど
の
処
罰
が
康
熙
六
一
年
（
一
七
二
二
）
二
月
に
北
京
で
行
わ
れ

た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
朝
鮮
は
首
謀
者
の
名
前
を
何
ら
か
の
ル
ー
ト
で
確

認
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
台
湾
か
ら
履
門
へ
攻
め
入
り
、

南
京
の
諸
郡
を
侵
略
し
た
と
い
っ
た
事
実
で
は
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

乱
後
で
あ
っ
て
も
こ
う
し
た
情
報
し
か

推
す
る
と
、
清
国
の
内
政
に
関
す
る
朝
鮮
の

思
え
な
い
勾
。
朝
鮮
と
日
本
の
関
心
事
が
必
ず

と
で
あ
る
も
の
の
、
清
に
お
け
る
朝
鮮
の
諜

ー
ト
か
ら
入
る
大
陸
情
報
は
正
確
さ
を
欠
い

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

宗
家
は
朝
鮮
を
介
し
て
北
京
の
情
報
を
得
よ

は
裏
腹
に
質
の
低
い
情
報
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

係
、
特
に
朝
鮮
の
諜
報
活
動
に
頼
る
と
こ
ろ
が

影
轡
力
を
持
つ
は
ず
も
な
か
っ
た
。
朝
鮮
が
朱

な
が
ら
も
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
朱
一
貴
の
記

の
件
を
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
1

に
加
え
て
朝
鮮
と
宗
家
の
関
係
が
あ
る
わ
け
で
、

ト
で
は
あ
る
も
の
の
正
確
な
情
報
が
伝
わ
り
づ
ら
い

そ
の
た
め
幕
府
に
と
っ
て
み
る
と
、
宗
家
か
ら
の
情

補
う
も
の
に
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

島
津
家
は
、
琉
球
の
清
朝
へ
の
朝
貢
使
節
や
輻
州
の

か
ら
得
た
情
報
だ
っ
た
が
、
消
朝
と
琉
球
と
の

朝
と
朝
鮮
と
の
関
係
に
近
い
は
ず
で
あ
る
。

は
、
北
京
よ
り
も
台
湾
は
近
く
情
報
入
手
の

し
、
現
地
に
近
い
と
い
う
地
の
利
で
、
他
の

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
ま
た
、

報
活
動
は
、
宗
家
と
朝
鮮
と
の
関
係
と
比
較

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
福
州

方
が
北
京
ー
朝
鮮
ー
対
馬
ー
江
戸
ル
ー
ト
と

た
理
由
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
長
崎

も
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本
稿
で
は
大
陸
情
報
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
か
っ
た
朱
一
貴
の
乱
を
例
に
、
長
崎
、
薩
摩
、
対
馬
を
意
識
し
て

分
析
し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
改
め
て
述
べ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

る。①
こ
れ
ま
で
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
最
初
の
記
録
と

し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
享
保
六
年
（
一
七
ニ
―
)
六
月
二
五
日
に
長
崎
入
港

し
た
十
七
番
寧
波
船
の
風
説
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
そ
れ
以
前
の
六

月
＝
―
―
一
日
に
長
崎
へ
入
港
し
た
六
番
夏
門
船
の
風
説
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容

か
ら
朱
一
貴
の
乱
を
鎮
圧
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
比
較
的
に
正
確
に
日
本
に
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

②
長
崎
に
は
、
来
航
す
る
唐
船
か
ら
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
朱
一
貴
の
乱
に
関
す
る

情
報
が
伝
わ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
江
戸
に
送
ら
れ
た
。
江
戸
で
は
朱
一
貴
の

乱
の
風
聞
が
広
ま
り
大
名
家
レ
ベ
ル
で
も
情
報
の
収
集
に
取
り
組
み
、
島
津

家
は
琉
球
を
通
じ
て
、
宗
家
は
朝
鮮
を
通
じ
て
長
崎
と
は
異
な
る
情
報
の
入

手
に
励
ん
だ
。
島
津
家
が
手
に
入
れ
た
『
靖
台
実
録
』
は
書
蝉
の
手
に
も
伝

わ
り
、
乱
が
発
生
し
て
二
年
後
に
『
通
俗
台
湾
軍
談
』
が
刊
行
さ
れ
、

H
本

の
社
会
で
朱
一
貴
の
乱
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
国
内

で
の
情
報
の
流
れ
を
解
明
し
た
。

③
そ
し
て
最
後
に
、
宗
家
が
入
手
し
た
北
京
ー
朝
鮮
ル
ー
ト
で
手
に
入
れ
た
朱

お
わ
り
に

質
も
、
そ
し
て
伝
達
時
間
も
劣
っ
て
い
た
こ
と
は
「
華
夷
変
態
」
に
収
載
さ
れ

て
い
る
唐
船
風
説
書
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
朱
一
貴
の
乱
に
つ
い
て
み

る
と
、
情
報
入
手
ル
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は
こ
う
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

一
貴
の
乱
に
関
す
る
情
報
を
は
じ
め
て

が
悪
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
に

の
質
に
大
き
な
影
轡
を
与
え
た
が
、
や

発
信
地
か
ら
の
受
信
に
か
か
る
時
間
に
つ
い

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
こ
の

信
地
と
受
信
地
の
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
あ
く
ま
で

う
条
件
付
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
長
崎
へ
届
い
た
情
報
は
唐
船
に
よ
る

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
そ
れ
を
収
載
し
た
「
華

て
き
た
。
幕
府
が
得
た
海
外
情
報
を
林
家
は
握
っ
て
い

の
な
か
に
あ
り
、
こ
の
理
解
を
前
提
に
無
批
判
に
用
い
て
き

で
、
対
馬
か
ら
幕
府
に
伝
え
ら
れ
た
情
報
が
林
家
へ
す
や

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
42
。
つ
ま
り
、
林
家
が
知
り
え
た

i

た
情
報
は
、
重
な
り
合
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ス

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
海
外
情
報
に
関
す
る
{

め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
理
解
い
た
だ
け
る
3

老
中
を
輩
出
し
た
大
名
家
の
文
書
群
か
ら
海
外
情
報
を
i

と
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
し
て
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

来
の
把
握
で
あ
り
、
複
数
の
伝
来
が
あ
っ
た
場
合
、
伝
玉

が
大
事
に
な
る
と
考
え
る
。
一
様
で
は
な
い
「

n
」
の
I

関
係
の
理
解
を
、
海
外
情
報
を
通
じ
て
深
め
る
こ
と
で
、

界
と
の
向
き
合
い
方
の
特
質
を
改
め
て
問
う
こ
と

、。
ろ
ノ
カ

（
長
崎
県
立
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ー
松
方
冬
子
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世

H
本
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
0

七
年
。
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
』
中
央
公
論
新
社
、
二

0
1
0年
。
同
『
別
段
風
説

書
が
語
る

19
世
紀
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
―
二
年
ほ
か
。

2

『
近
世
日
本
の
国
家
形
成
と
外
交
』
創
文
社
、
一
九
九

0
年。

3

荒
野
泰
典
『
近
世

H
本
と
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、

鶴
田
啓
「
近
枇
日
本
の
四
つ
の
「
口
」
」
『
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
史
＂
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
二
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4

三
藩
の
乱
に
つ
い
て
は
、
浦
廉
一
「
台
湾
鄭
氏
（
特
に
鄭
経
）
と
朝
鮮
と
の

関
係
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
―
―
-
、
一
九
五
―
―
一
年
。
神
田
信
夫
「
二
-
藩
の
乱

と
朝
鮮
」
『
駿
台
史
学
』
第
一
号
、
一
九
五
一
年
。
後
に
『
清
朝
史
論
考
』
山
川

出
版
社
、
二

0
0
五
年
に
所
収
。
松
浦
章
「
東
ア
ジ
ア
世
界
を
巡
る
「
三
藩
の

乱
」
情
報
」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
所
報
』
第
四
六
号
、
一
九
八
七
年
。

後
に
改
稿
さ
れ
、
同
『
海
外
情
報
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
』
消
文
堂
、
二

0
0
九

年
に
所
収
。
細
谷
良
夫
「
三
藩
の
乱
の
再
検
討
ー
尚
可
喜
一
族
の
動
向
を
中
心

に
ー
」
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
二
輯
、
一
九
八
三
年
。
細
谷
良
夫
「
―
―
―
藩

の
乱
を
め
ぐ
っ
て
ー
呉
―
云
一
桂
の
反
乱
と
楊
起
隆
・
朱
三
太
子
事
件
」
『
戦
争
と
平

和
の
中
近
世
史
』
青
木
書
店
、
二

0
0
一
年
。
郭
陽
「
唐
船
風
説
書
に
見
る
鄭

経
の
「
四
征
」
」
『
東
洋
史
論
集
』
四
二
、
二

0
一
五
年
。
郭
陽
「
海
澄
攻
防
戦

（
一
六
七
八
＼
一
六
八

0
)
を
め
ぐ
る
情
朝
と
鄭
氏
勢
カ
ー
『
華
夷
変
態
』
を
中

心
と
し
て
ー
」
『
東
洋
史
論
集
』
四
三
、
―

1
0
一
六
年
ほ
か
。

5

松
田
吉
郎
「
朱
一
貴
の
乱
に
つ
い
て
」
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
研
究
室
編
『
大

阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢
』
一

0
号
、
一
九
九
一
云
一
年
ほ
か
。

6

『
思
想
』
七
九
六
、
一
九
九

0
年。

7

『
海
外
情
報
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
』
清
文
堂
出
版
、
二

0
0九
年
。
初
出
、

註

『満

漢
史
研
究
』
一
、
二

0
0
二
年
。
こ
の
ほ

台
湾
認
識
ヘ
ー
江
戸
幕
府
の
収
集
し
た
台
・

ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
一

0
号
、
ニ

夷
変
態
」
に
つ
い
て
、
統
治
す
る
清
朝
の

正
確
さ
を
備
え
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

8

前
掲
松
田
吉
郎
「
朱
一
貴
の
乱
に
つ
い
て
」
、

貴
の
乱
の
日
本
伝
聞
」
ほ
か
。

，
『
華
夷
変
態
（
下
冊
）
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五

10

紙
屋
敦
之
『
江
戸
時
代
長
崎
来
航
中
国
船
の

―
1
0
0
五
年
を
参
照
。

11

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
。

12

「
拾
番
台
湾
船
之
唐
人
共
申
口
」
前
掲
『
華
『

九
―
―
一
七
頁
。

13

前
掲
真
栄
平
房
昭
「
「
近
世
日
本
に
お
け
る
｝

14

「
大
清
康
熙
六
十
年
台
湾
朱
一
貴
乱
覚
書
」
ム

館
所
蔵
。

15

「
拾
九
番
南
京
船
之
唐
人
共
申
口
」
前
掲
『
＂

頁。
16

前
掲
松
浦
章
「
清
代
台
湾
朱
一
貴
の
乱
の

U

17

前
掲
松
浦
章
「
清
代
台
湾
朱
一
貴
の
乱
の

U

18

中
田
易
直
・
中
村
質
校
訂
『
崎
陽
群
談
』
肝

19

紙
屋
敦
之
「
唐
船
風
説
書
の
編
綴
に
つ
い
て

説
書
の
情
報
分
析
二

0
0
三
・
ニ
〇
〇
叩

究

(
C
)
（
2
)
研
究
報
告
書
』
二

OOf.::

20

川
勝
守
「
腱
鞄
国
順
治
大
王
か

0) 

巳

巳



 : 
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外
交
』
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年
、
後
に
『
日
本
近
世
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
吉
川

弘
文
館
、
二

0
0
0年
に
所
収
。

21

拙
稿
「
『
華
夷
変
態
』
と
対
馬
宗
家
か
ら
の
「
唐
兵
乱
」
情
報
」
『
国
際
社
会

学
部
研
究
紀
要
（
長
崎
県
立
大
学
）
』
創
刊
号
、
二

0
一
六
年
。
「
華
夷
変
態
」

の
延
宝
二
年
(
-
六
七
四
）
六
月
八
日
付
の
序
文
か
ら
幕
府
の
外
交
に
も
林
家

が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
（
川
勝
守
「
腱
鞄
国
順
治
大
王
か
ら
大
清

康
熙
大
帝
へ
『
近
世
日
本
の
政
治
と
外
交
』
雄
山
閣
、
一
九
九
一
―
―
年
、
後
に
『
日

本
近
世
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
一
―

0
0
0年
に
所
収
）
、
そ
の
程
度

は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

22

海
外
情
報
と
江
戸
の
政
治
判
断
に
お
け
る
林
家
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

23

『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
追
録
―
―
-
』
鹿
児
島
県
、
一
九
七
―
―
一
年
、
五
八
七

頁
。
当
時
徳
川
吉
宗
は
漠
籍
の
収
集
を
行
っ
て
い
て
、
そ
う
し
た
事
情
も
島
津

家
は
知
っ
て
動
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
件
は
、
大
庭
脩
『
徳
川
吉
宗
と

康
熙
帝
鎖
国
下
で
の
日
中
交
流
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参

照
さ
れ
た
い
。

24

官
崎
道
生
『
新
井
白
石
の
洋
学
と
海
外
知
識
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）

の
第
二
部
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

25

註
を
参
照
さ
れ
た
い
。

26

「
唐
兵
乱
風
説
公
儀
江
被
仰
上
候
控
井
朝
鮮
国
山
賊
徒
黛
御
案
内
被
仰

上
候
控
」
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

27

徳
田
武
『

H
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
（
青
裳
堂
害
店
、
一
九
九
二
年
）
の

第
一
部
第
五
章
。

28

中
村
質
「
初
期
の
未
完
唐
蘭
風
説
書
と
閲
連
史
料
」
田
中
健
夫
編
『
日
本
前

近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
。

29

前
掲
田
中
梓
都
美
「
台
湾
情
報
か

台
湾
情
報
と
人
々
の
台
湾
認
識
ー
」
で
は
、

関
す
る
事
柄
を
脚
色
し
、
一
編
に
ま
と
め

接
的
に
伝
え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
、
と

田
武
『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
で
も

湾
軍
談
』
は
朱
一
貴
を
英
雄
化
し
て
い
る
。
と

長
崎
で
風
説
書
を
集
め
る
な
ど
情
報
収
集
を
し

あ
る
点
を
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
よ
う
に
考
え

当
時
の
台
湾
情
報
を
直
接
的
に
伝
え
た
部
分
tL

「
伝
え
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
ま
で
言
い

と
考
え
る
。

30

『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
一
二
期
〉
』
吉
川
弘
一

31

近
年
の
近
世
日
朝
関
係
史
に
閃
す
る
傾
向
に

ジ
ア
の
な
か
の
近
世
日
朝
関
係
史
」
（
北
島
力
次
・

介
【
編
著
】
『
日
朝
交
流
と
相
克
の
歴
史
』
校
倉
考

さ
れ
た
い
。

32

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
。

33

田
代
和
生
『
近
世

H
本
通
交
貿
易
史
の
研
究
』

「
日
朝
交
流
と
倭
館
」
丸
山
薙
成
編
『
日
本
の
近
川

中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
。

34

註
を
参
照
さ
れ
た
い
。

35

「
分
類
紀
事
大
綱
三
拾
三
」
国
立
国
会
図
書
芦

36

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
。
「
分
類
紀
事
大
綱
」

和
生
『
日
朝
交
易
と
対
馬
藩
』
の
第
五
章
、

国
会
図
書
館
所
蔵
「
宗
家
文
書
」
目
録
、

ア し‘
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さ
れ
た
い
。
な
お
、
二
十
五
は
第
二
輯
に
あ
た
り
、
序
文
は
寛
保
元
年
(
-
七

四
一
）
で
あ
る
。

37

「
享
保
六
辛
丑
年
二
十
一
番
毎
日
記
弐
自
八
月
至
十
二
月
館
守
樋

口
弥
五
左
衛
門
」
（
国
吃
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
も
関
連
記
事
が
載
る
。

38

矢
沢
利
彦
編
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
中
国
書
簡
集

4

社
会
編
』
東
洋
文
庫
、

平
凡
社
、
一
九
九
五
年
。

39

「
分
類
紀
事
大
綱
二
十
五
」
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
。

40

こ
う
し
た
朝
鮮
の
状
況
は
、
三
藩
の
乱
の
時
も
同
様
で
あ
っ
た
。
註

4
に
紹

介
し
た
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4
1

『
朝
鮮
王
朝
実
録
四
一
粛
宗
実
録
（
四
）
•
最
宗
実
録
（
全
）
・
景
宗
修

正
実
録
（
全
）
・
英
祖
実
録
(
-
)
』
国
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
。

42

註
21
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
1
5
K
0
2
8
6
8
、
「
大
陸
情
報
と
江
戸
幕
府
の
対
外
政
策
」

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
慶
應
義
塾

大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
倉
持
陥
氏
、
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
古
川

祐
貴
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。




